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Vol.879江津の “今”と “未来”を伝える広報紙

［表紙の写真］
　２月３日、波子保育所で豆まきが行われました。

（詳細は 25 ページ）
［主な内容］
◎スマホを使った便利なサービスのお知らせ

鬼
は
外
！

鬼
は
外
！

福
は
内
！



ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
の
相
談
や
、
市
役

所
の
手
続
き
な
ど
が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◎
対
象

江
津
市
民

◎
場
所

・
都
治
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

・
川
越
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー

・
跡
市
郵
便
局

・
ゆ
め
タ
ウ
ン
江
津
店
（
２
階
ゆ
め
ス
ポ
ッ
ト
）

◎
準
備
す
る
も
の

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読
み
取
れ
る
も
の
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

（
手
数
料
の
支
払
い
が
必
要
な
場
合
）

●
で
き
る
こ
と

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
の
相
談

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
登

録
・
公
金
受
取
口
座
の
連
携

・
市
役
所
の
手
続
き
※

※
申
請
で
き
る
手
続
き
は
、
次
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
」
の
手
続
き
と
同
じ
で
す
。

証
明
書
な
ど
は
、
後
日
郵
送
で
届
き
ま
す
。

山
陰
合
同
銀
行
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
市
税
や
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
の

口
座
振
替
の
申
し
込
み
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。
従
来
必
要
だ
っ
た
口

座
振
替
依
頼
書
の
記
入
や
届
出
印
も
不
要
で
、
銀
行
窓
口
に
行
く
こ

と
な
く
手
続
き
が
完
了
し
ま
す
。

◎
対
象
の
人

山
陰
合
同
銀
行
の
口
座
を
持
っ
て
い
る
人

◎
口
座
振
替
の
種
類

・
市
税

・
国
民
健
康
保
険
料

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

・
住
宅
使
用
料
、
市
営
住
宅
駐
車
場
使
用
料

・
保
育
所
保
育
料

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料

・
社
会
福
祉
施
設
負
担
金
等

・
水
道
料

・
下
水
道
使
用
料
、
下
水
道
受
益
者
負
担
金

ス
マ
ホ
を
使
っ
た
便
利
な
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

始
ま
っ
て
い
ま
す

ス
マ
ホ
相
談
所
（
リ
モ
ー
ト
窓
口
）

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

次
に
記
載
の
あ
る
手
続
き
に
つ
い
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
申
請
が
で
き
る
よ
う
な
り
ま
し
た
。
時
間
や

場
所
に
関
係
な
く
申
請
で
き
ま
す
。

証
明
書
な
ど
は
後
日
郵
送
で
お
届

け
し
ま
す
。

▲申請はこちら

◎
水
道
課
業
務
係

・
給
水
開
始
申
請

・
給
水
開
始
（
短
期
）
申
請

・
水
道
使
用
者
名
義
人
等
変
更

・
給
水
中
止
申
請

◎
市
民
生
活
課
市
民
係

・
住
民
票
の
写
し
の
交
付

・
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の
交
付

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し
の
交
付

・
身
分
証
明
書
、
独
身
証
明
書

◎
税
務
課
市
民
税
係

・
所
得
課
税
証
明
書
の
交
付

◎
税
務
課
固
定
資
産
税
係

・
相
続
人
代
表
指
定
届
の
提
出

・
名
寄
帳
の
交
付

・
評
価
証
明
書
の
交
付

・
公
価
証
明
書
の
交
付

口
座
振
替
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
請

▲申込み・詳細
　はこちら

　
　
　

始
ま
っ
て
い
ま
す

オンライン申請ができる手続き
マイナンバーカードが必要

問
政
策
企
画
課
政
策
企
画
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
９
２
５

2かわらばん 2025.3



おいが
つなっど

第5回

ン
や
き
ゅ
う
り
を
紹
介
し
ま
し

た
。
多
く
の
人
に
東
串
良
町
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、「
こ
ん

な
美
味
し
い
も
の
が
あ
る
ん
だ

ね
！
」
と
い
う
声
を
聞
く
た
び

に
、
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思
い

ま
す
。
ま
た
、
東
串
良
町
の
物

産
館
「
ル
ピ
ノ
ン
の
里
」
で
も

江
津
市
の
特
産
品
が
好
評
だ
と

聞
い
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
石
見
神
楽
と
の
出
会

い
も
大
き
な
経
験
で
し
た
。
初

め
て
観
た
と
き
の
迫
力
と
華
や

か
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
自
分
も
神

楽
を
舞
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
蛇
の
役
を
演
じ
る
た
め
の
練

習
は
大
変
で
し
た
が
、
本
番
で

舞
台
に
立
っ
た
と
き
の
達
成
感

は
言
葉
に
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
石
見
神
楽
を
東
串
良
町
で

上
演
で
き
た
こ
と
も
嬉
し
い
出

来
事
で
し
た
。
地
元
の
人
た
ち

か
ら
「
す
ご
い
迫
力
だ
っ
た
！
」

と
喜
ん
で
も
ら
え
、
江
津
市
と

東
串
良
町
を
文
化
で
繋
ぐ
こ
と

が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

江
津
市
で
の
一
年
を
振
り
返

る
と
、
一
番
心
に
残
る
の
は
や

は
り
人
の
温
か
さ
で
す
。
初
め

て
の
土
地
で
不
安
だ
っ
た
自
分

を
、
皆
さ
ん
が
優
し
く
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。
仕
事
の
場
面
で

も
、
神
楽
の
練
習
で
も
、
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
助
け

て
く
れ
る
人
が
い
て
、
お
か
げ

で
楽
し
く
毎
日
を
過
ご
せ
て
い

ま
す
。
任
期
の
令
和
８
年
３
月

ま
で
、
江
津
市
で
の
暮
ら
し
を

思
い
っ
き
り
楽
し
み
な
が
ら
、

江
津
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を

見
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
チ
ェ
ス
ト
！

鹿
児
島
県
東
串
良
町
か
ら

江
津
市
に
移
り
住
ん
で
、

あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
が
経
ち

ま
し
た
。
初
め
は
「
知
ら
な
い

土
地
で
や
っ
て
い
け
る
の
か
？
」

と
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

で
は
江
津
市
の
魅
力
に
夢
中
に

な
り
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。

江
津
市
に
来
て
ま
ず
感
動
し

た
の
は
「
日
本
海
」
で
す
。
東

串
良
町
で
見
慣
れ
た
太
平
洋
と

は
異
な
り
、
荒
々
し
く
も
雄
大

な
景
色
が
印
象
的
で
し
た
。
ま

た
、
冬
の
寒
さ
や
雪
に
も
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。
鹿
児
島
で
は
ほ

と
ん
ど
雪
が
降
ら
な
い
た
め
、

貴
重
な
体
験
で
し
た
。

今
年
は
「
サ
ン
ピ
コ
ご
う
つ
」

で
東
串
良
町
フ
ェ
ア
を
開
催
し
、

地
元
の
特
産
品
で
あ
る
ピ
ー
マ

岡元紫陽
東串良町職員。人事交流で令
和８年３月までの2 年間江津市
役所に勤務）

▲東串良町フェアで特産品を販売する様子

江津市で過ごした１年を振り返って

▲東串良町での石見神楽の公演の様子
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み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

問
政
策
企
画
課
政
策
企
画
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
９
２
５

第
6
次
江
津
市
総
合
振
興
計
画

は
、
今
後
、
本
格
的
な
人
口
減
少
が

予
測
さ
れ
る
中
、
本
市
の
特
性
や
地

域
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
、
目
指
す

べ
き
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
、

基
本
的
市
政
運
営
方
針
で
す
。

本
計
画
は
、
令
和
2
年
度
～
令
和

11
年
度
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
し

て
お
り
、
こ
の
度
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
行
う
後
期
基
本
計
画
は
計
画

運
用
開
始
か
ら
5
年
間
を
総
括
す
る

と
と
も
に
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
適

応
し
た
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎募集期間　3 月 3 日（月）～3 月 31日（月）
◎閲覧場所　政策企画課、桜江支所、市ホームページ、各地域コミュニティ交流センター
◎提出方法　所定の意見書※に、住所、氏名、電話番号を明記し、次の提出方法のいずれかで提出
　　　　　　※閲覧場所に備え付けのもの、または、市ホームページから印刷したものを使用してください。

　①郵送または持参
　〒 695-8501　江津市江津町 1016-4
　江津市政策企画課　政策企画係
　② FAX　０８５５（５２）４５０９
　③電子メール　pubcome@city.gotsu.lg.jp

幸福度（Well-Being) に基づく施策検討

　市民ニーズや行政課題、まちづくりに対する意
見を聴取するため市民アンケート調査を行いまし
た。本アンケート調査では生活環境と幸福度の関
係性を相関的に計測し、幸福度向上に寄与する行
政施策の検討を行います。

第 3期江津市版総合戦略

　江津市版総合戦略とは加速度的に進行する人口減少に対する対策となる施策を掲載したもので、
本市総合振興計画の重点プロジェクトに位置付けられ、外部有識者による審議会などにより毎年度
計画の検証を行います。前期基本計画において「重点プロジェクト」として位置づけられた「第２期
江津市版総合戦略」はその位置づけを継承し、後期基本計画における「重点プロジェクト」として「第
３期江津市版総合戦略」を開始します。
　本戦略では４つの基本目標毎に重点的対象を定め、注力すべき施策を明確化しました。各基本目
標に掲げられる施策に対しては、これら重点的対象に好影響をもたらすかという観点から効果検証を
実施していきます。

人口の将来展望

　まちづくりの重要な要素の一つである人口について、市全体で共有し、人口減少社会に対応した持
続可能なまちづくりを進めるため、今後の人口の展望を掲げます。
　　　　　また、人口減少対策の目的を「子供たちの未来の生活・居場所を守るため」と定義し、　
　　　　　　　　　人口減少を江津市民の多くが自分自身の問題として意識できるように表現を工
　　　　　　　　　　　　　　　夫しています。

後期基本計画の骨子（案）

2020 年に生まれた子どもが 30 歳になり、
子どもを産み、育てるタイミング

2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060 2065 2070 2075 2080 2085 2090 2095 2100

22,959

13,714

7,193

4,491

（年）

（人）

2020 年に生まれた子どもが 80 歳、2050 年
に生まれた子どもが 30 歳になり、ひ孫世代が
生まれる時代

0-14 歳 15-64 歳 64 歳以上

推計

Information
Pick Up!
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Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
精
神
障
が
い
者
割
引
制
度
に
つ
い
て

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
の
割
引
対
象
に
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
要
件
は
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
「
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
等
旅
客
運
賃
減
額
」
欄
に
第
１
種

ま
た
は
第
２
種
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合

で
す
。

令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
に
発
行
さ
れ

る
手
帳
は
、
減
額
対
象
で
あ
る
旨
が
印
字

さ
れ
た
新
様
式
で
の
発
行
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

す
で
に
交
付
済
の
手
帳
で
、
減
額
種
別

の
表
記
が
な
い
場
合
、
割
引
対
象
と
な
る

旨
の
印
を
押
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

押
印
を
希
望
す
る
人
は
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
う
え
、
市
役

所
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課
障
が
い
者
福

祉
係
ま
た
は
、
桜
江
支
所
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
施
行
に
伴
う
自
立
支
援
医
療
の
申
請

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証

の
一
体
化
に
よ
り
、
令
和
６
年
12
月
２
日

以
降
、
新
た
に
健
康
保
険
証
が
発
行
さ
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通

院
・
更
生
医
療
・
育
成
医
療
）
申
請
の
際

に
必
要
と
な
る
保
険
情
報
に
つ
い
て
、
以

下
の
方
法
に
よ
り
確
認
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
申
請
時
に
提
示
で
き
る
よ
う
ご
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
証
が
あ
る
場
合

①
保
険
証

保
険
証
が
な
い
場
合
（
①
～
③
の
う
ち
い

ず
れ
か
）

①
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
画
面
、
ま
た
は
保
険

情
報
を
印
刷
し
た
も
の

②
資
格
確
認
書

③
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ

※
健
康
保
険
上
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
人

は
、
扶
養
者
の
所
得
状
況
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
ど
な
た
の
扶
養
に
な
っ

て
い
る
か
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
保
険
情
報
が
確
認
で
き
な
い
場
合
、
申

請
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
９
３
４

問
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
９
３
４

看
護
学
生
修
学
資
金
の
奨
学
生
募
集

看
護
師
、
准
看
護
師
養
成
施
設
な
ど

の
学
生
を
対
象
と
し
た
修
学
資
金
の
貸

与
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
募
集
人
員

若
干
名

◎
募
集
期
間

３
月
３
日

（月）
～
４
月
30
日

（水）
必
着

◎
対
象
と
な
る
養
成
施
設

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
の
規
定
に

よ
り
文
部
科
学
大
臣
ま
た
は
厚
生
労
働

大
臣
が
指
定
し
た
学
校
、
看
護
師
・
准

看
護
師
・
保
健
師
・
助
産
師
養
成
所

◎
応
募
の
資
格
等

看
護
師
、
准
看
護
師
養
成
施
設
な
ど

の
在
学
生
の
う
ち
、
卒
業
後
、
江
津
市

内
の
病
院
ま
た
は
診
療
所
で
看
護
職
員

の
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
者
に
対

し
、
無
利
息
で
修
学
資
金
を
貸
し
付
け

ま
す
。

◎
貸
与
額

月
額
１
万
７
０
０
０
円

※
年
額
20
万
４
０
０
０
円
を
一
括
支
払

◎
貸
付
期
間

看
護
学
生
が
在
籍
す
る
養
成
施
設
の

正
規
の
就
学
期
間

◎
応
募
方
法

在
籍
す
る
養
成
施
設
の
長
を
経
由
し

て
、
健
康
医
療
対
策
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
健
康
医
療
対
策
課
健
康
増
進
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
９
３
５
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Information
Pick Up!

児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る
お
知
ら
せ

問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
４
８
７

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
申
請

児
童
扶
養
手
当
は
、
次
の
対
象
児
童

（
18
歳
に
な
っ
て
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
）
を
養
育
す
る
ひ
と
り
親
な
ど
に
支

給
さ
れ
ま
す
（
所
得
制
限
あ
り
）。

申
請
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
手
当
受
給
中
の
人
で
、
支
給

要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
必

ず
資
格
喪
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
が
遅
れ
る
と
、
手
当
の
返
還
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
対
象
と
な
る
児
童

①
父
母
が
離
婚
し
、
母
ま
た
は
父
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
母
ま
た
は
父
が
亡
く
な
っ
た
児
童

③
母
ま
た
は
父
が
児
童
扶
養
手
当
法
が

定
め
る
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

④
母
ま
た
は
父
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
、
母
ま
た
は
父
が
１
年
以

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
、
母
ま
た
は
父

の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

⑥
棄
児
な
ど
母
ま
た
は
父
が
明
ら
か
で

な
い
児
童

⑦
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
で
「
裁

判
所
か
ら
の
保
護
命
令
」
が
出
さ
れ

た
児
童

◎
児
童
扶
養
手
当
と
公
的
年
金
な
ど
の

両
方
を
受
給
す
る
場
合
は
、
手
続
き
が

必
要
で
す

児
童
扶
養
手
当
は
、
公
的
年
金
な
ど

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
手

当
額
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
受
給
で
き

ま
せ
ん
。
公
的
年
金
な
ど
を
新
た
に
受

給
す
る
場
合
は
、
速
や
か
に
「
公
的
年

金
給
付
等
受
給
状
況
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
な
ど
が
過
去
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
給
付
さ
れ
る
場
合
や
、
手
続
き

が
遅
れ
た
場
合
は
、
過
去
に
受
給
し
た

児
童
扶
養
手
当
の
返
還
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
対
象
と
な
る
公
的
年
金
な
ど

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年
金
、

労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な
ど

児
童
手
当
の
制
度
改
正
に
伴
う
手
続
き

問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
４
８
７

令
和
６
年
10
月
に
行
わ
れ
た
児
童
手

当
の
制
度
改
正
に
伴
い
、
受
給
対
象
者

が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
該
当
す
る

人
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
が

ま
だ
の
人
は
、
早
め
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。
※
既
に
手
続
き
を
し
て
い
る

人
は
不
要
で
す
。

◎
制
度
改
正
に
よ
り
新
た
に
手
続
き
が

必
要
な
人

・
所
得
上
限
限
度
額
以
上
の
所
得
が
あ
る

た
め
、
支
給
対
象
外
と
な
っ
て
い
る

人
。

・
高
校
生
年
代
の
児
童
の
み
を
養
育
し
て

い
る
人
。

・
児
童
手
当
を
受
給
中
で
、
大
学
生
年

代
の
子
（
平
成
14
年
４
月
２
日
以
降
、

平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
子
）
が
い
る
、
か
つ
、
子
が
３
人

以
上
い
る
人
。

◎
提
出
期
限

令
和
７
年
３
月
31
日

（月）
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

※
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
提
出
さ
れ
た
場

合
は
、
申
請
し
た
日
の
翌
月
分
か
ら

の
手
当
し
か
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
提
出
書
類

対
象
者
に
よ
っ
て
必
要
な
書
類
が
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〇
提
出
先

・
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

・
桜
江
支
所

▲ホームページ
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軽
自
動
車
の
廃
車
・
変
更
手
続
き

は
３
月
末
ま
で
に

「
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）」（
以
下「
軽

自
動
車
税
」）
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

納
税
義
務
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
軽
自

動
車
・
バ
イ
ク
な
ど
の
廃
車
や
名
義
変

更
の
手
続
き
は
、
３
月
末
ま
で
に
手
続

き
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
車
種
ご
と
の
問
い
合
わ
せ
先

・
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
以
下
の

バ
イ
ク
）・
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
作

業
用
・
そ
の
他
の
も
の
）・
ミ
ニ
カ
ー

問
税
務
課
収
納
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
４
８
５

・軽
二
輪・二
輪
の
小
型
自
動
車（
１
２
５

㏄
超
の
バ
イ
ク
）

問
国
土
交
通
省
中
国
運
輸
局
島
根
運
輸

支
局℡

０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
７
１

・
軽
三
輪
・
軽
四
輪
自
動
車

問
軽
自
動
車
検
査
協
会
島
根
事
務
所

℡
０
５
０
（
３
８
１
６
）
３
０
８
３

軽
自
動
車
税
「
税
止
め
」
の
手
続
き

江
津
市
で
課
税
さ
れ
て
い
る
島
根
ナ

ン
バ
ー
の
１
２
５
㏄
を
超
え
る
バ
イ
ク

や
三
輪
・
四
輪
の
住
所
変
更
や
譲
渡
に

よ
る
名
義
変
更
の
手
続
き
を
島
根
県
外

の
窓
口
で
行
っ
た
場
合
は
、
江
津
市
へ

税
止
め
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

税
止
め
の
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
、

江
津
市
で
車
両
の
登
録
状
況
を
把
握
で

き
な
い
た
め
、
翌
年
度
以
降
も
軽
自
動

車
税
の
課
税
が
続
い
て
し
ま
い
ま
す
。

◎
手
続
き
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合

特
に
、
１
２
５
㏄
を
超
え
る
バ
イ
ク

は
税
止
め
の
手
続
き
を
行
わ
な
か
っ
た

場
合
、
次
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

と
な
り
ま
す
。
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

・
名
義
変
更
（
移
転
登
録
）
後
も
旧
納
税

義
務
者
に
納
税
通
知
書
が
届
い
て
し

ま
う

・
転
出
先
で
新
し
く
車
両
の
登
録
を
さ
れ

た
場
合
、
転
出
先
か
ら
も
江
津
市
か
ら

も
納
税
通
知
書
が
届
い
て
し
ま
う

◎
税
止
め
の
手
続
き
方
法

次
の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
を
江
津
市
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
申
告
書
（
報

告
書
）（
受
付
印
の
あ
る
も
の
）

・
車
検
証
返
納
証
明
書
の
コ
ピ
ー

・
届
出
済
証
返
納
証
明
書
の
コ
ピ
ー

・
新
旧
各
ナ
ン
バ
ー
の
車
検
証
の
コ
ピ
ー

※
旧
ナ
ン
バ
ー
の
車
検
証
の
コ
ピ
ー
が

な
い
場
合
は
、
新
ナ
ン
バ
ー
の
車
検
証

の
コ
ピ
ー
の
余
白
に
旧
ナ
ン
バ
ー
と
旧

所
有
者
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
４
８
５

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
経
過
措
置

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
（
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
期
間
は
「
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
31
日
」
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

令
和
6
年
夏
以
降
の
大
幅
な
需
要
増

加
に
よ
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
し

て
も
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
が
い
る
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
期
間
中
に
１
回
以
上
接
種
し
た
人

が
、
全
3
回
の
接
種
を
公
費
で
完
了
で

き
る
よ
う
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
る
こ

と
が
国
の
審
議
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　接

種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
令
和

７
年
３
月
31
日
ま
で
に
接
種
を
開
始
す

る
こ
と
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
者

平
成
９
年
度
生
ま
れ
～
平
成
20
年
度

生
ま
れ
の
女
子

※
た
だ
し
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
期

間
中
（
令
和
４
年
４
月
1
日
か
ら
令
和

７
年
３
月
31
日
）
に
１
回
以
上
接
種
を

し
て
い
る
人
に
限
る

◎
期
間

経
過
措
置
対
象
者
は
、「
令
和
８
年
３

月
31
日
」
ま
で
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）
を
公
費

で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
４
８
７

7 GOTSU  Public  Relations  Magazine2025.3



毎
月
、
市
内
で
催
さ
れ
る
石
見
神
楽

は
豪
華
必
見
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

湯
の
町
神
楽
殿
と
舞
乃
座
は
必
ず
ご
予

約
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ

◎
日
時

3
月
９
日

（日）

午
前
の
部

午
前
10
時
30
分
～
正
午

午
後
の
部

午
後
１
時
～
２
時
30
分

◎
出
演
団
体

大
都
神
楽
団
、
谷
住
郷
神
楽
社
中

◎
料
金

中
学
生
以
上

１
，
０
０
０
円

小
学
生　
　
　
５
０
０
円

未
就
学
児
無
料

※
午
前
の
部
・
午
後
の
部
通
し
で
ご
覧

い
た
だ
い
て
も
料
金
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。

※
予
約
不
要

問
江
津
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
℡
０
８
５
５
（
５
２
）
０
５
３
４

有
福
温
泉

湯
の
町
神
楽
殿

◎
日
時

3
月
８
日

（土）
、
22
日

（土）

　
　
午
後
８
時
30
分
～
９
時
30
分

◎
出
演
団
体

有
福
温
泉
神
楽
団

◎
料
金

中
学
生
以
上

１
，
０
０
０
円

小
学
生　
　
　
５
０
０
円

未
就
学
児
無
料

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ

江
津
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
０
５
３
４

石
見
神
楽
劇
場

舞
乃
座

◎
日
時

3
月
２
日

（日）
、
16
日

（日）

　
　
午
後
４
時
～
６
時

3
月
14
日

（金）
、
28
日

（金）

　
　
午
後
８
時
～
９
時

◎
出
演
団
体
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
料
金

日
曜
日

２
，
０
０
０
円

金
曜
日

１
，
０
０
０
円

◎
予
約
先

席
の
予
約
専
用
電
話

℡
０
９
０
（
８
０
６
５
）
０
０
０
２

※
定
期
公
演
の
ほ
か
に
特
別
公
演
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

石
見
神
楽
公
演
情
報

▲ホームページ

問
商
工
観
光
課
観
光
ブ
ラ
ン
ド
推
進
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
４
９
４

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

加入対象者 補填される団体活動 加入区分 年間掛金
（１人当たり）

子ども
中学生以下（特別支
援学校高等部の生徒
を含む )

スポーツ・文化・ボラ
ンティア・地域活動 Ａ１ 800 円

上記に加え、
個人活動も対象 ＡＷ 1,450 円

大
人
（
高
校
生
以
上
）

64 歳以下
スポーツ活動
スポーツ活動の指導・
審判

Ｃ 1,850 円

65 歳以上 Ｂ 1,200 円

文化・ボランティア・
地域活動
団体員の送迎、応援、
準備、片付け

Ａ２ 800 円

全年齢 危険度の高い
スポーツ活動 Ｄ 11,000 円

インターネットからの加入受付を行っています。詳し
くはホームページをご確認ください。

▲ホームページ

「
ま
さ
か
！
」
の
と
き
の
た
め
に
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ

う
！

◎
対
象
と
な
る
事
故

・
団
体
活
動
中
の
事
故

・
往
復
中
の
事
故

◎
保
険
期
間

4
月
1
日
～
令
和
７
年
3
月
31
日

◎
加
入
区
分
・
掛
金

４
人
以
上
の
団
体
で
ご
加
入
の
う
え
、

加
入
者
ご
と
に
区
分
を
ご
選
択
く
だ
さ
い

◎
保
険
の
詳
細

問
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
島
根
県
支
部

℡
０
８
５
２
（
２
１
）
５
３
８
８

◎
申
込
用
紙
の
配
布

問
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
９
５
９

江
津
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
教
室

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
１
０
５
8

Information
Pick Up!
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令
和
7
年
3
月
1
日

（土）
～
7
日

（金）
ま

で
の
7
日
間
は
「
子
ど
も
予
防
接
種
週

間
」
で
す
。

4
月
か
ら
の
入
園
・
入
学
に
備
え
て

必
要
な
予
防
接
種
を
済
ま
せ
、
病
気
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

江
津
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
近
隣
の
医

療
機
関
の
一
覧
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｈ
Ｅ
青
春
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
!!
開
催

卒
業
生
に
エ
ー
ル
を
！

Ｔ
Ｈ
Ｅ
青
春
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
‼

江
津
市
の
未
来
を
担
う
若
者
た
ち
の

門
出
を
祝
う
特
別
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

音
楽
や
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
、
卒
業
と

い
う
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
学
生
た

ち
を
応
援
し
ま
す
。

開
催
概
要

◎
日
時

3
月
22
日

（土）
午
後
３
時
～
６
時

◎
会
場

パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
２
階
ホ
ー
ル

◎
料
金

江
津
市
内
の
学
生

入
場
無
料

一
般　
　
　
　
　
　
１
，
０
０
０
円

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

・
地
元
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ラ
イ
ブ

・
全
員
参
加
型
イ
ベ
ン
ト

・
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー

・
交
流
ス
ペ
ー
ス

◆
特
別
企
画

・
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

・
寄
せ
書
き
パ
ネ
ル

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
販
売

・
飲
食
ブ
ー
ス

問
Ｔ
Ｈ
Ｅ
青
春
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
実
行
委
員
会

℡
０
９
０
（
４
９
０
２
）
９
８
９
５

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

▲ホームページ

知
ろ
う
！
学
ぼ
う
！
体
験
し
よ
う
！

も
っ
と
健
や
か
に
暮
ら
す
た
め
の

女
性
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト

生
理
痛
や
Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
更
年
期
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
、
女
性
特
有
の
悩
み
を
誰
に

も
相
談
で
き
ず
に
我
慢
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
選
択
肢
を
知
り
、
自
分
に
合
っ
た

ケ
ア
を
見
つ
け
る
こ
と
で
、
日
々
の
生

活
が
も
っ
と
快
適
に
な
る
か
も
！
女
性

の
健
康
を
み
ん
な
で
考
え
、
よ
り
よ
い

選
択
肢
を
見
つ
け
る
一
歩
を
踏
み
出
し

て
み
ま
し
ょ
う
！

生
理
痛
疑
似
体
験
ブ
ー
ス
や
、
産
婦

人
科
医
に
よ
る
婦
人
科
漫
談
、
そ
の
他

飲
食
ブ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

◎
日
時

３
月
４
日

（火）

　
　
　
　
午
後
４
時
～
８
時

※
婦
人
科
漫
談
（
午
後
6
時
30
分
～
）

◎
場
所

パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ

◎
参
加
無
料

問
て
ご
ね
っ
と
石
見
（
中
島
）

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
８
２
０

女
性
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト

問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
４
８
７

公式 Instagram
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３
月
１
日
（土）
~
７
日
（金）
は

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

実
施
期
間
で
す

全
国
一
斉
に
春
季
全
国
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

春
先
は
空
気
が
と
て
も
乾
燥

し
、
風
が
強
い
場
合
が
多
い
た
め
、

火
災
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

消
防
法
改
正
に
よ
り
、
全
て
の

一
般
住
宅
に
設
置
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
か
ら
10
年
以
上
が

経
過
し
ま
し
た
。
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
作
動
確
認
の
実
施
な
ど
適

切
な
維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

が
未
設
置
の
ご
家
庭
は
、
大
切
な

ご
家
族
や
ご
自
身
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
に
も
早
期
に
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

1 寝たばこは絶対にしない、させない。

2 ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。

3 ガスこんろを使うときは火のそばを離れない。

4 コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは
抜く。

1 ストーブやガスこんろなどは安全装置のついた機
器を使用する。

2 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設
置する。

3 寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐため
に、防炎品を使用する。

4 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器な
どを設置する。

5 避難経路や避難方法を常に確保し、備えておく。

6 隣近所の地域ぐるみで協力体制をつくる。

住宅防火 いのちを守る １０のポイント

◎４つの習慣

◎６つの対策

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

Information
Pick Up!

江津市消防団の活動服が新しくなりました！

　活動服は消防団員が災害活動時や訓練などで着用する必需品です。江津市では、令和 6 年度に団員のみ
なさんが怪我なく活動を行えるよう、総務省消防庁の消防団施設整備費補助金を活用し、機能性・安全性
の高いものを全団員分更新しました。

新しい活動服には、ファ
スナーが採用されまし
た。スピーディに着替え
て現場へむかえます。 新しいベルトには反射糸が採用

されました。夜間でも安全に活
動できます。

夜間や悪天候時にも一目で分か
るようにオレンジが多めの配色
にし、反射素材の文字プリント
で安全性が向上しました。

問
総
務
課
防
災
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
９
２
７

上着とズボンの生地は丈夫で
伸縮性のある物を採用し、動
きやすくなりました。

2025.3かわらばん 10



開催日 時間 会場 内容 予約

1日（土） 午前 9 時 30 分 ~11時 サポートセンター 第 5 回孫育て講座「座談会」 〇

2 日（日） 午前 10 時 ~ 正午 サポートセンター 産前教室～育児レッスン～「赤ちゃんのお世話体験」 〇

3 日（月） 午前 9 時 30 分 ~ のぞみ保育園 おたのしみひろば「ひな祭り会」 〇

4 日（火） 午前 10 時 ~11時 さくら 「さくらこども園の日」ame さんの多肉植物の寄せ
植え

○
※予約は
あさりへ

6 日（木） 午前 9 時 30 分 ~11時 さくらえ保育園 小物づくり ○

7 日（金） 午前 10 時 ~11時 サポートセンター おたのしみの日「ひなまつり会」 ○

9 日（日） 午前 9 時 ~ 正午 あさり 「園開放デー」園庭や園舎内で遊んでください。
カフェと軽食の販売もありますよ！ 〇

11日（火）
午前 10 時 ~ 午後 0 時 30 分 うさぎ山 おいしい day 〇

午前 11時 ~ のぞみ保育園 0 歳児食事体験～離乳食コース 〇

12 日（水）
午前 11時 ~ 正午 あさり 「わくわくランチ」園の食事を食べてもらいます。 〇

午前 11時 ~ のぞみ保育園 １・２・３歳児食事体験 〇

13 日（木）
午前 9 時 30 分 ~11時 さくらえ保育園 ほのぼのカフェ 〇

午前 10 時 ~ のぞみ保育園 マザーズひろば「べビ―マッサージ」 〇

14 日（金） 午前 10 時 ~11時 サポートセンター おたのしみの日「手形足型」 〇

15 日（土） 午前 10 時 ~11時 サポートセンター 絵本の読みかたりの日 〇

19 日（水）
午前 10 時 ~ 正午 うさぎ山 うきうき＆ぱくぱくday( 詳しくは Instagram にて

お知らせします ) 〇

午前 9 時 30 分 ~11時 30 分 サポートセンター 乳 幼 児 相 談・ お っ ぱ い 相 談・ 離 乳 食 相 談
ミニ講話「耳の聞こえと言葉の育ち」

21日（金） 午前 10 時 ~11時 サポートセンター おたのしみの日「室内あそび」 〇

23 日（日） 午前 10 時 ~11時 40 分 サポートセンター 憩いの日「コブタコーチ」と遊ぼう 〇

24 日（月） 午前 10 時 ~11時 あさり 「スマイルデー」橋目さんのヨガ 〇

25 日（火） 午前 10 時 ~ のぞみ保育園 うたってあそぼう～” みんな元気に大きくな～れ” 〇

26 日（水） 午前 11時 ~ 正午 あさり 「わくわくランチ」園の食事を食べてもらいます。 ○

28 日（金） 午前 10 時 ~11時 サポートセンター おたのしみの日「プラバン作り」 ○

子育てサポート3 月のイベント一覧

子育てサポートセンター ＮＰＯ法人ちゃいるどりーむ  　℡０８５５（５２）０５６９
のぞみ子育て支援センター　℡０８５５（５２）７８８８ さくらえ子育て支援センター　℡０８５５（９２）１０６８
あさり子育て支援センター　℡０８５５（５５）１０２４ うさぎ山子育て支援室　℡０８５５（５４）１４２５

　子育てサポートセンターや支援センター・支援室の実施するイベントや取り
組みなどをお知らせします。
　感染症の予防のため、基本的に予約制で開催します。予約やお問い合わせ
は、下記の各施設までお問い合わせください。
　子育てサポートセンターホームページからも確認できます。

ホームページ
はこちら↓
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健康
＆

すくすく

「
腎
臓
」
っ
て
ど
ん
な
臓
器
？

腎
臓
は
腰
の
上
の
辺
り
に
左

右
に
1
つ
ず
つ
あ
り
、
直
径
10
㎝

程
度
、
握
り
こ
ぶ
し
く
ら
い
の
大

き
さ
の
臓
器
で
す
。
小
さ
な
臓
器

で
す
が
、
血
液
を
ろ
過
し
て
老
廃

物
を
「
尿
」
と
し
て
体
の
外
に
排

出
す
る
働
き
や
、
血
圧
の
調
整
、

血
液
を
作
る
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
、

骨
を
健
康
に
保
つ
な
ど
様
々
な

働
き
を
し
て
い
ま
す
。
健
康
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
ま
さ
に
「
肝
腎
か
な
め
」

の
臓
器
で
す
。
あ
な
た
は
ど
の

く
ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
？

大
切
な
腎
臓
に
つ
い
て
腎
臓

専
門
医
の
花
田
昌
也
先
生
に
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

５
人
に
１
人
が
！
？

腎
臓
病
の
一
つ
に
慢
性
腎

臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
：C

hronic 
K

idney disease

）
と
い
う
病

気
が
あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
は
、

尿
に
蛋た
ん
白ぱ

く
が
漏
れ
出
た
り
、
腎
臓

の
働
き
が
健
康
な
人
の
60
％
以

下
に
な
る
な
ど
な
ん
ら
か
の
腎

障
害
が
3
か
月
以
上
続
く
病
気

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、

日
本
に
は
約
１
３
３
０
万
人
、
成

人
の
8
人
に
1
人
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に

該
当
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
最
新
の
報
告
で
は
そ
の
数
が

約
２
０
０
０
万
人
に
増
え
、
20

歳
以
上
の
5
人
に
1
人
が
Ｃ
Ｋ

Ｄ
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
新
た
な
国
民
病
と
し
て

大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
腎
臓
の
状
態
は
？

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
進
行
す
る
と
人
工

透
析
や
腎
移
植
が
必
要
に
な
る

だ
け
で
な
く
、
比
較
的
軽
度
で

あ
っ
て
も
心
臓
病
や
脳
卒
中
な

ど
の
発
症
や
死
亡
の
リ
ス
ク
と

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
早
期
に
発
見
し
、
適

切
な
治
療
を
行
う
こ
と
で
、
病
気

の
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
、
回
復
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
で
す
の

で
、１
年
に
１
回
は
健
診
（
検
尿・

血
液
検
査
）
を
受
け
て
自
分
の
腎

臓
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

腎
臓
の
働
き
は
一
般
的
に
血

３月の第２木曜日は

「世界腎臓病デー」
～あなたの腎臓は大丈夫？～

【ＣＫＤ重症度分類】
※ＣＫＤ診療ガイド２０２４一部改変

尿蛋白

（ー） （±） （1+）以上

eGFR

区分

正常または高値 90 以上

正常または軽度低下 60 ～ 89

軽度～中等度低下 45 ～ 59

中等度～高度低下 30 ～ 44

高度低下 15 ～ 29

高度低下～末期腎不全 15 未満

ビタミン D を活性化し、
骨を丈夫に

赤血球をつくるホル
モンをつくる

血圧を
適切にコントロール

体内の
老廃物や毒素を排泄

腎臓の主な働き

液
の
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
濃
度
と
年

齢
、性
別
を
用
い
て
計
算
す
る「
推

算
Ｇ
Ｆ
Ｒ
（
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
）」
を
用

い
て
評
価
し
ま
す
。
ま
た
尿
蛋
白

が
多
い
ほ
ど
、
リ
ス
ク
が
高
く
な

り
ま
す
。
ご
自
身
の
検
査
結
果
の

尿
蛋
白
と
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
の
値
を
Ｃ
Ｋ

Ｄ
重
症
度
分
類
に
あ
て
は
め
、
腎

臓
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問健康医療対策課健康増進係　℡０８５５（５２）７９３５

ビタミン D を活性化し、

軽度 中等度 高度

2025.3かわらばん 12



花田クリニック

院長　花田 昌也　先生

大
切
な
腎
臓
を守る

た
め
に
は
？

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
難
し
い
、
治
り
に
く

い
病
気
と
い
う
印
象
を
お
持
ち
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
適
切
な
治
療

を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
進
行
を
相

当
に
抑
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
進
行
の
ス

ピ
ー
ド
を
抑
え
る
た
め
の
３
本
柱

（
薬
剤
、
食
事
、
生
活
習
慣
）
を

意
識
し
て
、
患
者
さ
ん
ご
自
身
が

前
向
き
に
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
進
行
を
抑
え

る
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
。（
図
１
）

◎
薬
剤

投
薬
を
主
体
と
し
た
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の

原
因
と
な
っ
た
疾
患
の
治
療
や
血

圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
適
切

な
治
療
と
定
期
的
な
受
診
を
続
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ＣＫＤシールの紹介

浜田圏域糖尿病対策推進会議
（浜田保健所）では、腎機能の
状態をご本人自身や医療関係
者が共有し、適正な薬剤処方
によるＣＫＤ重症化予防を目的
に、医師または薬剤師がＣＫＤ
シールをお薬手帳に貼る取り組
みを行っています。
対象者は、江津市および浜田
市内医療機関受診者で腎機能
の低下が認められるｅＧＦＲ45
未満の人です。詳しくは、かか
りつけの医師または薬剤師にお
たずねください。

［問合せ］
　浜田保健所　健康増進課
　℡０８５５（２９）５５４８

◎
食
事

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
や
各
栄
養
素
に

お
い
て
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
進
行
に
合
わ

せ
た
適
量
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自

分
で
判
断
せ
ず
に
、
か
か
り
つ
け

医
な
ど
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と

が
一
番
の
早
道
で
す
。
具
体
的
な

食
事
の
目
標
を
設
定
し
て
、
適
度

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

◎
生
活
習
慣

腎
臓
を
守
る
た
め
の
生
活
習
慣

で
は
、
禁
煙
、
適
度
な
飲
酒
、
適

切
な
飲
水
、
適
切
な
睡
眠
時
間
、

口
腔
ケ
ア
、
排
便
管
理
、
適
度
な

運
動
、
感
染
予
防
が
あ
り
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
だ
け
で
な
く
、
看

護
師
さ
ん
や
薬
剤
師
さ
ん
、
管
理

栄
養
士
さ
ん
な
ど
、
み
ん
な
で
相

談
に
の
っ
て
く
れ
ま
す
の
で
気
軽

に
声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

食事
適切なエネルギー摂取、
低たんぱく、減塩を基本と
した食事を取りましょう

生活習慣
CKD に合った生活を
送りましょう

最
後
に

世
界
中
で
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
対
す
る
研

究
が
行
わ
れ
、
腎
臓
を
守
る
た
め

の
方
法
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た

が
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
進
行
を
抑
え
る
た

め
に
大
切
な
こ
と
は
、
ご
本
人
や

ご
家
族
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
こ
と
を
理
解

し
、
積
極
的
に
治
療
に
参
加
す
る

こ
と
で
す
。
か
か
り
つ
け
医
は
診

察
を
し
て
薬
を
処
方
し
、
薬
剤
師

は
内
服
の
注
意
点
を
説
明
し
、
看

護
師
や
管
理
栄
養
士
は
生
活
面
の

工
夫
や
腎
臓
を
守
る
食
事
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。
し
か
し
、
薬
を

内
服
し
た
り
、
生
活
習
慣
や
食
事

を
改
善
す
る
の
は
ご
本
人
や
ご
家

族
の
役
割
で
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
治
療

は
期
間
も
長
く
な
り
ま
す
の
で
、

か
か
り
つ
け
医
や
ス
タ
ッ
フ
と
と

も
に
継
続
し
、
大
切
な
腎
臓
を
一

緒
に
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 高血圧や糖尿病など
の内科的管理を継続
しましょう

薬剤

▲図１　ＣＫＤ進行のスピードをおさえるための３本柱
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３
月
は
１
年
の
中
で
も
自
死
に
よ
り

亡
く
な
る
人
が
一
番
多
い
月
で
す
。
自

死
は
、
経
済
的
な
問
題
、
病
気
、
生
活

苦
な
ど
様
々
な
要
因
が
絡
ま
り
、
心
理

的
に
「
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

自
死
対
策
強
化
月
間
は
、
国
民
が
自

死
に
つ
い
て
の
理
解
や
関
心
を
深
め
、

自
分
や
周
囲
の
人
の
心
の
健
康
や
命
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
月
間

で
す
。
自
死
予
防
の
た
め
に
出
来
る
行

動
に
つ
い
て
あ
な
た
も
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

け
て
あ
げ
て
、
心
配
し
て
い
る
こ
と
を
伝

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
相
手
の
気
持
ち

に
寄
り
添
う
こ
と
が
、
助
け
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

相
談
す
る
こ
と
で
︑
少
し
ほ
っ
と
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

あ
な
た
が
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
困
っ

て
い
る
と
き
に
は
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

場
所
が
あ
り
ま
す
。
電
話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

相
談
方
法
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
心
が

も
や
も
や
し
た
り
、
ざ
わ
つ
い
た
ら
、
ご

希
望
の
窓
口
を
選
ん

で
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

生
き
て
い
る
と
誰
も
が
様
々
な
ス
ト

レ
ス
や
悩
み
を
抱
え
ま
す
。
そ
ん
な
時
に

大
切
な
の
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
こ

と
で
す
。
誰
か
に
話
す
こ
と
で
気
持
ち
が

軽
く
な
っ
た
り
、
新
た
な
視
点
を
得
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
心
に
違
和
感
を

感
じ
た
と
き
は
思
い
つ
め
て
し
ま
う
前

に
、
打
ち
明
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

大
き
な
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る

こ
と
で
、
深
い
苦
し
み
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
誰

に
で
も
起
こ
り
得
る
も
の
で
す
。
困
難

な
時
や
辛
い
時
に
は
、
誰
か
に
相
談
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
は
当
た
り

前
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
心

の
不
調
に
気
づ
く
の
は
難
し
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
心
の
不
調
を
抱
え

て
い
る
人
は
、
周
囲
に
助
け
を
求
め
た

り
、
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
た
り
す
る

こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。「
い

つ
も
と
違
う
」
と
感
じ
た
ら
、
声
を
か

あなたの近くにこんな様子

の人はいませんか？

□　反応が遅い

□　表情が暗い

□　人との交流を避ける

□　体調が悪いと訴える

□　飲酒量が増える（朝から酒くさい）

□　遅刻・早退・欠勤が増える

□　身なりにかまわなくなる

▲厚生労働省
　ホームページ

身近な人の命を救う
「ゲートキーパー」になりませ
んか？

　「気づく」「聴く」「つなぐ」「見
守る」の４つを実践する人をゲート
キーパーといいます。何か特別な
資格を要するものではなく、普段
この４つを意識することで、あな
たの周りにいる人を救うことがで
きます。
　市では、ゲートキーパー養成講
座を出前講座として実施していま
す。自死の現状や身近な人のここ
ろの不調に気付くためのポイント、
声のかけ方、話の聴き方などお話
します。地域や職場などからのお
申し込みをお待ちしています。

問
健
康
医
療
対
策
課
健
康
増
進
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）
７
９
３
５

３
月
は
自
死
対
策
強
化
月
間
で
す

◎
問
い
合
わ
せ
先

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹
（
桑
原
）

℡
０
９
０
（
４
６
９
２
）
５
９
６
０
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健康長寿しまね 健康づくり活動表彰 受賞地区発表
　令和６年 11 月 28 日、浜田圏域健康長寿しまね推進会議 健康づくり活動表彰式が行われました。江津市からは３団
体が受賞されました。おめでとうございます。各団体の取り組みをご紹介します。

川平支部健康づくり推進会

　江津市の地区での健康づくりの先駆けとして活動してこら
れました。相次ぐ水害で転居せざるを得ない人たちも増え、
住民の人数が激減していますが、これまでの活動を活かし
て、細々でも新たに松平地区健康推進会川平支部として、
身近に集まってできる健康づくり活動を進めておられます。
元気なうちから自分の健康は自分で守り、生き生きと暮らせ
る体力づくりをしようという理念が高く評価されました。

江尾　福寿会（いきいき百歳体操グループ）

　これまでは江尾地区でのサロン活動として、月１～２回
の集いの場として活動していました。平成 30 年に百歳体
操を知り、集落のみなさんの賛同も得、体力づくりも兼
ねて、週１回集まって百歳体操を行うことで活動の拡大を
はかっておられます。また、互いに安否確認が行えること
や、身近な場所で介護予防活動を続けておられる点が評
価されました。

小一山　そば会（いきいき百歳体操グループ）

　以前に地区内の人が転倒して入院するアクシデントがあ
りました。そこで足腰を鍛えることが大事だという認識か
ら、みんなでできる運動をしようと百歳体操を始めました。
それに加えて、お楽しみ会や買い物ツアーを企画するなど、
活動が広がっています。少人数の集落ですが、みんなで
継続されていること、男性の参加も増えていることなどか
ら評価されました。

  浜田圏域継続賞 地域部門より

問健康医療対策課健康増進係　℡０８５５（５２）７９３５

みなさんの声
・交流する場があることで参加者の心の健康につながっ

ています。
・活動することで地域のつながりが広まりました。

みなさんの声　　　
・声を掛け合って、みんなで楽しく過ごせているので

続けられます。
・隣近所の安否確認ができて安心です。

みなさんの声
・膝の痛みが軽減したり、足腰が強くなりました。
・人の入れ替わりもありますが、男性の参加が増えて

活気づいています。
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不
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

日○
3
月
23
日

（日）

午
前
９
時
～
正
午

対○
一
般
家
庭
の
燃
や
せ
な
い
ご
み

※
事
業
系
の
ご
み
は
持
ち
込
み
不
可

￥○
有
料

他○
金
物
類
と
有
害
ご
み
と
ガ
ラ
ス
・

陶
器
類
に
分
別
が
必
要
で
す
。
ご
み

を
持
ち
込
む
人
は
21
日

（金）
ま
で
に
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
申○
島
の
星
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
２
）５
３
２
１

お
知
ら
せ

指
定
管
理
者
指
定
の

お
知
ら
せ

令
和
７
年
３
月
31
日
を
持
っ
て
指

定
期
間
が
満
了
す
る
「
公
の
施
設
」

に
つ
い
て
、12
月
議
会
定
例
会
の
議

決
を
経
て
、指
定
管
理
者
を
指
定
し

ま
し
た
。
指
定
管
理
者
の
名
称
お
よ

び
指
定
期
間
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
施
設
の
名
称

江
津
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ

◎
指
定
管
理
者
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人

て
ご
ね
っ
と
石
見

◎
指
定
期
間

４
月
1
日
～
令
和
12
年
３
月
31
日

問
政
策
企
画
課
政
策
企
画
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
９
２
５

令
和
７
年
度
江
津
環
境

衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布

広
報
か
わ
ら
ば
ん
３
月
号
と
併
せ

て
、令
和
７
年
度
江
津
市
環
境
衛
生

カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

新
年
度
の
ご
み
収
集
日
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
ご
み
の
収
集
日
が

変
わ
り
ま
す
。
特
に
燃
や
せ
る
ご
み

は
曜
日
が
入
れ
替
え
と
な
り
ま
す

（
桜
江
地
区
を
除
く
）の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

ご
み
の
分
別
が
わ
か
ら
な
い
と
き

は
、ご
み
の
分
け
方
出
し
方
の
冊
子

ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い
。

ご
希
望
の
人
に
は
江
津
市
役
所
お

よ
び
桜
江
支
所
の
窓
口
で
も
お
渡
し

を
し
ま
す
。

問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
９
３
６

国
際
女
性
デ
ー

毎
年
３
月
８
日
は
「
国
際
女
性

デ
ー
」で
す
。

国
連
が
制
定
し
た
こ
の
記
念
日
は

女
性
の
地
位
向
上
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
を
考
え
る
日
で
、こ
の
日
の
前
後

１
週
間
に
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
す

る
こ
と
を
決
め
る
場
に
、も
っ
と
女

性
が
参
画
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
パ
ネ
ル
展
示
】

「
政
治
や
意
思
決
定
の
場
に
も
っ
と

女
性
を
！
」

期○
３
月
４
日

（火）
～
13
日

（木）

場○
市
役
所
１
階
展
示
ス
ペ
ー
ス

問
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
２
）１
０
１
８

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、高
校
、短

大
、大
学
、専
修
学
校
、各
種
学
校
や

外
国
の
高
校
、大
学
等
に
入
学
・
在

学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家

庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

で
す
。

◎
融
資
額

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内

◎
金
利

年
2
・
65
％

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
2
・
25
％

（
令
和
７
年
１
月
６
日
現
在
）

◎
返
済
期
間

18
年
以
内　
　
　
　

他○
Ｈ
Ｐ
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」で
検
索

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
７
０
（
０
０
８
６
５
６
）

℡
０
３
（
５
３
２
１
）８
６
５
６

ご
み
・
環
境

可
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

日○
3
月
23
日

（日）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

￥○
有
料

申○
不
要

※
３
月
は
持
ち
込
み
が
増
加
す
る
た

め
、搬
入
車
両
で
場
内
が
混
み
合
い

ま
す
。
少
量
の
ご
み
は
ご
み
集
積
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
３
）５
０
８
１

情報
ポケット

各記号の意味
日○日時　期○期間　場○場所　内○内容　対○対象
資○資格　持○持ち物　定○定員　￥○費用　〆○締切
申○申込方法　他○その他　問問い合わせ先

3月

有

料

広

告

▲ホームページ

▲ホームページ
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相

談

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的

障
害
者
相
談
員
に
よ
る
相
談

江
津
市
で
は
、身
体
お
よ
び
知
的

障
が
い
の
あ
る
人
や
ご
家
族
の
相
談

に
応
じ
、必
要
な
支
援
な
ど
を
行
う

た
め
、相
談
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
身
体
障
害
者
相
談
員

梶
川

勇
（
か
じ
か
わ

い
さ
む
）

℡
０
８
５
５
（
９
２
）０
７
３
２

◎
知
的
障
害
者
相
談
員

藤
井

恭
郎
（
ふ
じ
い

や
す
お
）

℡
０
８
５
５
（
５
５
）１
８
０
３

問
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

障
が
い
者
福
祉
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
９
３
４

３
月
の
補
聴
器
修
理
相
談
会

市
役
所
本
庁
舎
1
階
相
談
室
4
会
場

（
庁
舎
の
西
玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ
）

◎
４
日

（火）
〔
深
野
時
計
店
〕

午
前
10
時
～
正
午

◎
４
日

（火）
〔
中
国
補
聴
器
〕

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◎
24
日

（月）
〔
東
神
実
業
〕

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

◎
26
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー
和
室
会
場

◎
６
日

（木）
〔
深
野
時
計
店
〕

午
前
10
時
～
正
午

◎
26
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

午
前
10
時
～
正
午

※
修
理
の
程
度
に
よ
り
費
用
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

障
が
い
者
福
祉
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
９
３
４

介
護
者
の
集
い

認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て
い
る

人
の
集
ま
り
で
す
。
介
護
の
悩
み
や

経
験
談
を
話
し
な
が
ら
、情
報
交
換

を
行
っ
て
い
ま
す
。
介
護
者
同
士
で

集
ま
っ
て
、お
茶
を
飲
み
な
が
ら
息

抜
き
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日○
３
月
18
日

（火）

　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場○
江
津
市
職
員
会
館

　
　
　
　
　
　
（
市
役
所
分
庁
舎
裏
）

対○
認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て
い
る
人

￥○
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

申○
不
要

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
４
８
８

自
死
遺
族
の
集
い

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

は
、２
０
０
８
年
に
発
足
し
た
自
死

遺
族
で
運
営
を
行
っ
て
い
る
自
助
グ

ル
ー
プ
で
す
。
大
切
な
人
を
自
死
で

失
っ
た
悲
し
み
、苦
し
み
、怒
り
な
ど

を
遺
族
だ
け
で
語
り
合
う
場
で
す
。

浜
田
会
場

日○
３
月
8
日

（土）

場○
浜
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

出
雲
会
場

日○
３
月
15
日

（土）

場○
出
雲
市
民
会
館

内○
午
後
２
時
～
３
時
30
分
ま
で
は
遺

族
だ
け
の
分
か
ち
合
い
の
時
間
。（
予

約
不
要
）午
後
３
時
30
分
～
５
時
は

自
死
問
題
に
関
心
の
あ
る
人
も
参
加

で
き
ま
す
。（
要
予
約
）

※
会
場
や
日
時
の
変
更
も
あ
り
ま
す

の
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
申○
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

（
桑
原
）

℡
０
９
０
（
４
６
９
２
）５
９
６
０

が
ん
ケ
ア
サ
ロ
ン

が
ん
の
こ
と
を
気
軽
に
本
音
で
語

り
合
う
場
、対
話
を
通
じ
て
不
安
や

孤
独
感
が
和
ら
ぐ
よ
う
な
場
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
ほ
っ
と
す
る
時
間
を
共
に
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

日○
3
月
15
日

（土）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場○
江
津
保
健
セ
ン
タ
ー

対○
が
ん
で
治
療
中
の
人
や
か
つ
て
が

ん
を
体
験
し
た
人
、そ
の
家
族
、医
療

や
福
祉
の
専
門
職
の
人
な
ど

申○
不
要

￥○
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

問
世
話
人

松
浦
真
理
子

℡
０
９
０
（
８
０
６
８
）７
９
２
０

難
病
相
談
の
お
知
ら
せ

一
般
相
談

日○
平
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

内○
難
病
、治
療
、生
活
に
関
す
る
相
談

（
面
談
・
電
話
・
メ
ー
ル
）

申○
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
込
む

就
労
相
談

日○
3
月
12
日

（水）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

内○
難
病
患
者
の
就
労
に
関
す
る
相
談

（
面
談
・
電
話
）

※
面
談
を
ご
希
望
の
場
合
は
、前
日

ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
し
ま
ね
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
３
（
２
４
）８
５
１
０

移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

日○
3
月
12
日

（水）

午
後
１
時
～
４
時

場○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

内○
求
人
・
求
人
相
談
、看
護
情
報
の

提
供

問
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
２
７
）８
５
１
０

有

料

広
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石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

一
斉
法
律
相
談
会

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
会
を
次

の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

日○
３
月
14
日

（金）

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時

場○
市
役
所
本
庁
舎
３
階
市
民
相
談
室

￥○
原
則
無
料

※
３
回
目
の
継
続
相
談
か
ら
有
料

（
１
回
５
，０
０
０
円
）

申○
事
前
に
電
話
で
申
し
込
む

問
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
２
）４
５
１
４

講
座
・
研
修

苔
と
触
れ
合
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施

ご
う
つ
コ
ケ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。「
江

津
の
苔
で
世
界
を
潤
す
」を
掲
げ
、こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
の
展

示
に
加
え
、苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
や
苔
玉

づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
い

ま
す
。

苔
の
魅
力
や
育
て
方
を
知
り
な
が

ら
、自
分
だ
け
の
小
さ
な
森
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
市
内
の
苔
生
産
者

が
直
接
指
導
し
ま
す
。

日○
３
月
20
日

（木）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場○
ゆ
め
タ
ウ
ン
江
津
1
階

み
ど
り

の
広
場

￥○
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム

2
，５
０
０
円

苔
玉　
　
　
　
　
１
，５
０
０
円

申○
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
江
津
苔
生
産
者
の
会

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
４
９
３

国
光
美
佳
さ
ん
講
演
会

そ
の
不
調
、実
は
ミ
ネ
ラ
ル
不
足

が
原
因
か
も
？
五
大
栄
養
素
の
ひ
と

つ
で
も
あ
る
ミ
ネ
ラ
ル
に
つ
い
て
研

究
・
発
信
を
さ
れ
て
い
る
国
光
美
佳

さ
ん
を
お
招
き
し
て
子
ど
も
の
た
め

の
ミ
ネ
ラ
ル
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
子
連
れ
で
の
参
加
も

可
能
で
す
！

日○
3
月
15
日

（土）

午
前
10
時
～
正
午

￥○
無
料

申○
イ
ベ
ン
ト
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
、ま
た
は
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
江
津
市
有
機
農
業
推
進
協
議
会

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
４
９
３

剪
定
講
習
会
の
お
知
ら
せ

日○
３
月
19
日

（水）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場○
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

対○
60
歳
以
上
の
人
で
、剪
定
技
能
を

習
得
し
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人

定○
６
人

￥○
無
料

〆○
３
月
14
日

（金）

問
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
２
）１
６
１
６

募

集

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
募
集

江
津
市
で
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

を
募
集
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
と
は
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図

る
た
め
江
津
市
が
委
嘱
し
、定
め
ら

れ
た
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
非
常
勤
の

公
務
員
で
す
。
主
な
活
動
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
の
実
施
に
係

る
連
絡
調
整
（
年
６
回
程
度
の
会

議
へ
の
出
席
）

・
住
民
の
求
め
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
実

技
の
指
導
（
出
前
講
座
で
の
指
導
）

・
教
育
機
関
や
行
政
が
実
施
す
る
ス

ポ
ー
ツ
行
事
へ
の
参
加
（
市
民
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
な
ど
）

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
９
５
９

点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会
受
講
生
募
集

点
訳
・
音
訳
の
知
識
や
技
術
を
習

得
し
て
、視
覚
障
が
い
者
の
皆
さ
ん

が
利
用
す
る
点
字
図
書
、録
音
図
書

を
作
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

対○
70
歳
未
満
の
人
で
簡
単
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
が
で
き
、講
習
会
終
了
後
、継

続
し
て
活
動
が
で
き
る
人

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

日○
５
月
15
日
～
令
和
８
年
３
月
ま
で

の
木
曜
日
（
全
22
回
）

午
前
10
時
～
正
午

￥○
１
，５
４
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

日○
５
月
15
日
～
令
和
８
年
３
月
ま
で

の
木
曜
日
（
全
22
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

￥○
１
，２
１
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

場○
い
わ
み
ー
る
４
Ｆ

視
聴
覚
研
修
室

〆○
開
校
日
前
日
ま
で

申○
問
島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
４
）９
３
３
４

FAX
０
８
５
５
（
２
４
）９
３
３
５
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ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

会
員
募
集

「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
」で
楽
し
く

お
友
達
を
作
っ
て
楽
し
く
汗
を
流
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

日○
毎
週
土
曜
日

午
後
２
時
～
５
時

毎
週
水
曜
日

午
後
7
時
～
9
時

場○
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
冬
季
は
体
育
館
で
行
い
ま
す
）

対○
小
学
1
～
3
年
生

￥○
1
カ
月
１
，０
０
０
円
、練
習
会
費

１
，０
０
０
円
（
回
数
券
４
回
分
）

問
江
津
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
沖
田

℡
０
８
５
５
（
５
２
）０
６
７
５

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

参
加
者
募
集

県
内
最
大
級
の
合
同
企
業
説
明
会

を
く
に
び
き
メ
ッ
セ
で
開
催
し
ま

す
。
県
内
約
２
０
０
社
の
企
業
が
大

集
合
し
、企
業
担
当
者
に
よ
る
企
業

説
明
・
採
用
計
画
等
の
情
報
提
供
を

行
い
ま
す
。
事
前
申
込
制
の
オ
プ

シ
ョ
ン
企
画
や
交
通
費
助
成
も
あ
り

ま
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日○
３
月
３
日

（月）

午
前
11
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場○
松
江
市
く
に
び
き
メ
ッ
セ

対○
２
０
２
６
年
３
月
大
学
等
の
卒
業

予
定
者
な
ど

◎
事
前
申
込
（
当
日
参
加
も
可
）

問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

℡
０
１
２
０
（
６
７
）４
５
１
０

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

抽
選
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
は
、次
の
期
間
内
に
電

話
ま
た
は
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◎
募
集
期
間

３
月
17
日

（月）
～
31
日

（月）
必
着

◎
抽
選

４
月
中
旬

◎
入
居
予
定

５
月
中
旬

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
は
、電
話
ま
た
は
公
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

◎
申
込
受
付

随
時

問
申○
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田

住
宅
管
理
事
務
所

℡
０
８
５
５
（
２
５
）０
５
３
５

江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
を
再
開
し
ま

し
た
。
ス
キ
マ
時
間
を
有
効
活
用
し

た
短
時
間
や
短
期
間
の
仕
事
な
ど
、

幅
広
く
ご
案
内
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
に
も
お
勧

め
で
す
。

入
会
説
明
会

日○
３
月
20
日

（木）

午
後
１
時
30
分
～

場○
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

対○
江
津
市
に
お
住
い
の
60
歳
以
上
の

人持○
筆
記
用
具

問
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
５
２
）１
６
１
６

さ
く
ら
え
番
傘
誌
上
川
柳

大
会
作
品
の
募
集

皆
さ
ん
も
一
緒
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
大
会
誌
は
７
月
末
発
行
予

定
で
す
。

◎
課
題

次
の
う
ち
各
題
２
句

①
山

②
歩
く

③
草

④
花
火

〆○
６
月
12
日

（木）
必
着

￥○
５
０
０
円
（
切
手
可
）

◎
応
募
方
法

用
紙
は
自
由
で
す
。
作
品
を
次
の

投
句
先
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◎
投
句
先

〒
６
９
９
‐
４
２
２
１

江
津
市
桜
江
町
市
山
４
６
８
‐
５

渡
辺
康
乃

宛
て

問
さ
く
ら
え
番
傘
川
柳
会
（
渡
辺
）

℡
０
８
５
５
（
９
２
）０
７
０
８

イ
ベ
ン
ト

Ｇ
Ｏｰ

ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ
映
画
会

開
催
の
お
知
ら
せ

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
テ
ー
マ
と

し
て
「
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ａ

ぼ
く
ら
と
地

球
の
く
ら
し
方
」を
上
映
し
ま
す
。

映
画
の
出
演
者
、ホ
ル
ツ
ヒ
ュ
ー

タ
ー
カ
イ
ル
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、

映
画
の
前
後
に
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を

開
催
の
他
、誰
で
も
ご
参
加
で
き
る

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ミ
ニ
マ
ル
シ
ェ
も
開

催
し
ま
す
。

日○
3
月
2
日

（日）

場○
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
2
階
ホ
ー
ル

￥○
５
０
０
円

※
ミ
ニ
マ
ル
シ
ェ
は
入
場
無
料

申○
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話

に
て
申
し
込
む

問
江
津
市
有
機
農
業
推
進
協
議
会

℡
０
８
５
５
（
５
２
）７
４
９
３

有

料

広

告

▲ホームページ

▲ホームページ

▲ホームページ

▲申込フォーム
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石
見
海
浜
公
園
の
イ
ベ
ン
ト

春
季
硬
式
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室

日○
4
月
7
日

（月）
～
５
月
26
日

（月）
の
毎

週
月
曜
日
（
全
８
回
）

午
後
7
時
～
9
時

場○
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◎
指
導
者

浜
田
市
テ
ニ
ス
協
会

対○
小
学
生
～
中
学
生
ま
で

定○
先
着
15
人
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

￥○
1
人

2
，０
０
０
円

申○
申
込
書
と
参
加
料
を
石
見
海
浜
公

園
予
約
セ
ン
タ
ー
へ
持
参

※
ラ
ケ
ッ
ト
無
料
貸
し
出
し
ま
す
。

申
込
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日○
4
月
15
日

（火）

場○
石
見
海
浜
公
園

定○
10
人
（
先
着
）

￥○
無
料
（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
有
り
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

お
米
・
野
菜
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

日○
4
月
27
日

（日）

※
雨
天
の
場
合
は
5
月
11
日

（日）
に
順

延
と
な
り
ま
す
。

場○
石
見
海
浜
公
園

中
央
広
場

￥○
1
店
舗
に
つ
き
３
０
０
円

〆○
4
月
20
日

（日）

申○
電
話
で
申
し
込
む

問
申○
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
８
）２
２
３
1

ア
ク
ア
ス
イ
ベ
ン
ト
情
報

ア
ク
ア
ス
で
春
の
思
い
出
の
こ
そ
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ア
ク
ア
ス
で
仲
間
と
素
敵
な
ひ
と

と
き
を
シ
ェ
ア
し
ま
せ
ん
か
？
あ
の

日
あ
の
時
を
過
ご
し
た
Ｊ
Ｒ
・
石
見

交
通
路
線
バ
ス
を
使
っ
て
ア
ク
ア
ス

へ
！

期○
3
月
1
日

（土）
～
31
日

（月）

（
休
館
日
を
除
く
）

対○
Ｊ
Ｒ
・
石
見
交
通
バ
ス
で
来
館
し

た
人
（
ア
ク
ア
ス
最
寄
り
の
駅
・
バ

ス
停
の
写
真
が
必
要
で
す
）

内
・
○
寄
せ
書
き
台
紙
プ
レ
ゼ
ン
ト

※
数
量
限
定

・
思
い
出
の
記
念
撮
影

①
午
前
11
時
～

サ
メ
の
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
で
記
念
撮
影

②
午
前
11
時
30
分
～
シ
ロ
イ
ル
カ
の

赤
ち
ゃ
ん
ぬ
い
ぐ
る
み
と
記
念
撮
影

③
午
後
3
時
～

ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ

と
記
念
撮
影
（
平
日
限
定
）

※
各
回
5
組
限
定

ア
ク
ア
ス
☆
ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

～
い
つ
も
快
適
ア
ク
ア
ス
で

親
子

で
の
ん
び
り
特
別
体
験
！
～

「
ペ
ン
ギ
ン
さ
ん
を
見
な
が
ら
ぬ
り

え
を
し
よ
う
」

ペ
ン
ギ
ン
さ
ん
と
見
比
べ
な
が
ら

ぬ
り
え
を
し
て
み
よ
う
。

日○
3
月
10
日

（月）

午
前
10
時
～

￥○
無
料

対○
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族

定○
先
着
10
組

◎
参
加
条
件

当
日
入
館
し
て
い
る

こ
と
（
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
で
も
も
ち

ろ
ん
Ｏ
Ｋ
）

申○
開
催
当
日
午
前
9
時
よ
り
1
階
総

合
案
内
所
で
受
付

問
し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス

℡
０
８
５
５
（
２
８
）３
９
０
０

江
津
駅
前
市
場  

神
楽
ま
つ
り

ス
テ
ー
ジ
企
画
は
石
見
神
楽
を

た
っ
ぷ
り
4
時
間
上
演
の
ほ
か
、江

津
万
葉
の
里
商
店
会
会
員
店
に
よ
る

飲
食
ブ
ー
ス
も
多
数
出
店
し
ま
す
。

日○
3
月
16
日

（日）

午
前
11
時
～
午
後
3
時

※
雨
天
中
止

場○
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ

◎
出
演
団
体

都
治
神
楽
社
中

￥○
無
料

問
江
津
万
葉
の
里
商
店
会
事
務
局

（
担
当
：
小
西
）

℡
０
９
０
（
４
６
９
１
）５
５
０
９

第
四
十
二
回

人
麿
忌
俳
句
大
会

日○
４
月
13
日

（日）

受
付

午
前
９
時
～

場○
都
野
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◎
吟
行
地

人
麿
万
葉
古
道
・
大
崎

鼻
・
惠
良
の
里
・
君
寺
・
角
の
浦

（
各
自
・
自
由
吟
行
）

◎
出
句

嘱
目
当
季
雑
詠

七
句

￥○
１
，０
０
０
円

〆○
４
月
13
日

（日）

午
後
１
時

◎
選
者

日
本
伝
統
俳
句
協
会
理
事

　
　
　
　
田
中
靜
龍
先
生

問
日
本
伝
統
俳
句
協
会
山
陰
協
議
会

江
津
市
人
麿
俳
句
会
（
大
前
）

℡
０
８
５
５
（
５
３
）０
０
８
０

第
33
回

万
葉
の
里
椿
ま
つ
り

飲
食
ブ
ー
ス
、抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

日○
３
月
22
日

（土）
・
23
日

（日）

午
前
10
時
～
午
後
２
時

※
小
雨
決
行

場○
島
の
星
山

椿
の
里
（
島
の
星
町
）

◎
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

江
津
商
工
会
議
所
か
ら
椿
の
里
ま

で
の
間
を
往
復
し
ま
す
。（
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

問
島
の
星
山

椿
の
里
会
（
江
津
商

工
会
議
所
内
）

℡
０
８
５
５
（
５
２
）２
２
６
８

新
日
美
島
根
支
部
展

期○
３
月
10
日

（月）
～
15
日

（土）

午
前
10
時
～
午
後
８
時

場○
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
２
階

◎
出
品
種
目

水
墨
画
、工
芸
画
、陶
芸
、彫
刻
、能

面
、焼
絵
、ち
ぎ
り
絵
、人
形
、屏
風
、

ウ
ロ
コ
ア
ー
ト
、デ
ザ
イ
ン

問
日
本
美
術
協
会
島
根
支
部
（
田
中
）

℡
０
８
５
５
（
５
２
）５
８
５
５

有

料

広

告
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消費生活 豆知識 Topics

不審な電話にご注意！

 交通事故の発生状況
（1月末現在・江津警察署）

年別 件数 死者 傷者
市
内

Ｒ 7 年 1 0 1
前年比 0 0 0

県
内

Ｒ 7 年 58 3 66
前年比 -9 1 -8

 火災・救急・救助の件数
（1月末現在・江津消防署管内）

種別 火災 救助 救急
月の件数 1 1 125
年間合計 1 1 125

人の動き
（1月末現在・市民生活課届出分）

人口・世帯数       ※括弧内は前月比
総人口　　21,166人（-36）
男　　　　9,923人（-20）
女　　　　11,243人（-16）
世帯数　　10,895世帯（-7）
赤ちゃんの誕生
男の子　4人　／　女の子　4人

ありがとうございます
（1月 31日受付分まで）

社会福祉事業へ寄付
香典・玉串料返し寄付
▽邑南町・貝谷智子さん（故恵昭さん）▽有
福・坂田タツコさん（故秀美さん）▽桜江・
仲津正さん（故恒子さん）▽二宮・伊藤清春
さん（故芳郎さん）▽都野津・二上拓也さん

（故定さん）▽和木・森脇芳樹さん（故正虎
さん）▽桜江・牛尾彰子さん（故寿美さん）
▽桜江・高﨑敏彦さん（故喜美子さん）▽和
木・和田敬子さん（故勝彦さん）▽渡津・河
下フミコさん（故正隆さん）▽二宮・濱本真
美さん（故吉隆さん）▽吹田市（二宮）・本
藤敦さん（故豫司人さん）▽嘉久志（和木）・
加藤善和さん（故喜久男さん）▽松江市（桜
江）・岡本輝美さん（故利実さん）▽嘉久
志・佐々木義幸さん（故一枝さん）▽東京都
世田谷区（都野津）・加藤謙一さん（故勝子
さん）
※掲載をご了承いただいた人について掲載してい
ます。印刷上表記できない漢字は、常用漢字など
に置き換えています。

◎江津市社会福祉協議会
　℡0855（52）2474

3 月の無料相談
人権相談

江津 17 日（月） 9：00 ～12：00
市役所分庁舎１階　会議室

桜江 4 日（火） 9：00 ～12：00
桜江総合センター

行政相談

江津 19 日（水）13：30 ～16：30
市役所本庁舎3 階　市民相談室

桜江 開催なし
こころの健康相談

日時 13 日（木）、27 日（木）
時間 14：00 ～16：00
会場 浜田保健所、市役所など

予約先 浜田保健所　℡０８５５（２９）５５５０
交通事故相談

日時 毎週水曜日 11:00~16:00
会場 浜田合同庁舎１階

予約先 島根県交通事故相談所
℡ 0852（22）5102

サポステ浜田　就労相談
日時 11日（火） 　11：00 ～13：00
会場 パレットごうつ　会議研修室 2

予約先
島根県地域若者サポートステーション
（浜田市・いわみーる1階）
℡ 0855（22）6830

ふれあい福祉センター総合相談所
法律相談
（弁護士）

13 日（木）13：00 ～15：00
市社会福祉協議会 ※要予約

一般相談
（江津）

28 日（金）9：00 ～12：00
市社会福祉協議会 ※要予約

一般相談
（桜江）開催なし

福祉相談
（担当職員）

（月）～（金）9：00 ～16：00
※祝日・年末年始は除く
市社会福祉協議会

予約先 市社会福祉協議会
℡ 0855（52）6710

3 月の断酒会
江津保健センター
開催日 6 日、13 日、27 日（いずれも木）
時間 19：00 ～ 21：00

桜江保健センター
開催日 20 日（木）
時間 19：00 ～ 21：00

　　　　■問 佐々井勉 ℡ 090（8715）8679
　　豊田康弘 ℡ 080（1904）8154

　◎相談先
　消費者ホットライン
℡ １８８

　総務省やＮＴＴ東日本、ＮＴＴ
西日本をかたって、「２時間後に電
話が使えなくなる」などと言う不
審な電話にご注意ください。

「２時間後に電話が使えなくなる」
という自動音声ガイダンスが流れ、
さらに「１番を押してください」
などとボタン操作を誘導するアナ
ウンスが流れ、１番を押すとオペ
レーターとつながり、個人情報を
聞き出すケースがあります。

　「お金が返ってくるので、ＡＴＭ
に行くように」などという電話が
あったら還付金詐欺です。

還付金詐欺にご注意ください

くらしの広場 （無料相談・断酒会・各種統計・寄付など）

有

料

広

告

公開されている事例

①非通知や知らない番号からの電
話は、不審な電話のおそれがあ
りますので、普段から慎重にな
りましょう。

②住所、名前、生年月日、家族構
成などの個人情報は絶対に伝え
ないでください。

③特に高齢者には日頃から身近な
家族や周りの人の見守りも大切
です。

※独立行政法人国民生活センターが公表しています。

アドバイス

島根県消費者センター
マスコットキャラクター
だまされないゾウくん
作：柏屋コッコ
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江津食彩
食卓に毎日プラス１皿の野菜

ごうつの味　四季めぐり

材料（２人分）
・キャベツ　1/8 玉
・片栗粉　小さじ１
・長ネギ　１本
・豚ひき肉　100 ｇ
・ポン酢しょう油　適量
・練りからし　お好みで

作り方
１キャベツは千切りし、ポリ袋に入れて片栗粉を加えよくま

ぶす。
２長ネギはみじん切りにする。
３ポリ袋に豚ひき肉・長ネギ・★の材料を入れて、粘り気が

でるまでもみ混ぜる。
４耐熱容器に３を敷き詰め、キャベツをまんべんなくのせ

ておさえる。ラップをかけて電子レンジ（600 ｗ）で約６
分加熱する。

５お肉に火が通ったら、食べやすい大きさに切る。お好み
でからしをのせ、ポン酢しょう油を添える。

一年中食べられて栄養豊富なキャベツ。電子
レンジで蒸すと、茹でるより栄養を逃さず摂

れます。今月のレシピは、焼売の皮をキャベツで
代用したヘルシーな一品。丸めずに作るので簡
単に調理できます。

調理時間　約15分

\ レシピ公開中 /

キャベツの
レンジシューマイ

１人分の野菜使用量：85g　エネルギー：170kcal　塩分：1.0g

鶏ガラスープの素　小さじ１
酒　小さじ１
おろししょうが　小さじ１
ごま油　小さじ１
しょう油　小さじ 1/2
塩こしょう　少々
片栗粉　小さじ２

問江津市図書館本館　℡０８５５（５２）０５５１
　桜江分館　℡０８５５（９２）０３００Library 図書館においでよ！

　当館では、年度初めの開館日となる 4 月 2 日 ( 水 )
より貸出券の更新を行います。
　貸出時に住所等変更の有無をお聞きしますので、変
更がある人は確認できる書類（お名前・ご住所記載）
の提示にご協力ください。なお、変更内容が確認で
きない場合は当日の貸出しができませんのでご了承く
ださい。
　団体は年度ごとの登録となります。初回利用時、登
録に来られる方は身分証明書をご持参ください。R７
年度分の団体貸出専用カードをお渡しします。

●運転免許証　●パスポート　●各種福祉手帳
●公共料金の領収書等（3 カ月以内に届いたもの） CD は１人２点貸出しできます！

◎毎週火曜日
◎月末休館日　３月 31日（月）
◎特別休館日　３月17 日（月）～22 日（土）今月の休館日

※休館中や早朝、深夜の返却には返却ポストをご利用ください。
必ず、備え付けの用紙にお名前などをご記入ください。大型絵
本、CD、DVD、紙芝居、ゲーム類は返却ボックスを利用できま
せんので、開館時間内にカウンターへご返却ください。

令和 7年度　初回ご利用時のお願い
『SCIENCE FICTION』（宇多田ヒカル）
『ゴールデン☆ベスト 岩崎宏美』（岩崎宏美）
『朗読で聴く日本の名作文学 ベスト』
『詩 -80ʼ s』（優里）
『i DO ME』（Snow Man）
『PEACE』（渡辺貞夫）
『虹の麓』（元ちとせ）
『STARS』（スターダスト・レビュー）
『図鑑』（ゆず）
『out of noise ‒ R』（坂本龍一）
『MUSi-aM』（Da-iCE）
『小澤征爾の 80 曲。』　　　　などなど

たくさんのCDを入荷しました

★
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広報担当のカメラから

　1 月 31日、江津工業高校とポリテクカレッ
ジ島根の学生が研究・実践の成果を発表する

「江津『未来人材』ものづくり研究発表会」が
江津市総合市民センターでが行われました。
　１部では、２校の計６グループが各々で設
定した研究課題への取り組みや成
果を発表しました。発表後には審
査員からの講評があり、生徒たち
は真剣に耳を傾けている様子でし
た。また、２部では江津工業高
校の生徒が作成した市内企業 24
社の紹介動画が上映されました。

ものづくり研究発表会

　1 月12 日、第 68 回江津市駅伝競走大会が
江津中央公園で開催されました。小学生から
一般までの 4 部門に 11チームが出場。時折、
雪が舞い散る悪天候の中、熱いたすきリレーが
繰り広げられました。コースには傾斜のきつい
上り坂があり、ランナーたちは全力で駆け上が
りました。沿道では家族や仲間たちから「がん
ばれ！」、「ラスト！」と温かい応援の声が飛び
交い、選手たちはその声援に後押しされて最後
まで力いっぱい走り抜けました。

たすきをつなぐ

　1 月 20 日、石見智翠館高校男子ラグビー部
の 2 年生の選手、監督らが市長を訪問し、第
104 回全国高等学校ラグビーフットボール大会
の試合結果を報告しました。
　選手たちは「負けて悔しい気持ちが強かっ
た。」「先輩方が築いてきたものを背負って新
チームで頑張りたい」と試合の報
告と今後の意気込みを話し、中村
市長は「ベスト 8 の結果は努力の
賜物、江津市民の誇り。新チーム
もさらなる高みを目指してほしい」
と激励しました。

報告会
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　昭和 24 年 1 月 26 日に法隆寺の金堂で火災が起き、
壁画などが焼損したことをきっかけに、昭和 30 年から1
月 26 日を「文化財防火デー」とし、文化財を火災から
守る運動を展開しています。
　1 月 26 日、県指定文化財の小川庭園（和木町）でも
文化財を守るための放水訓練が行われました。消防団和
木・嘉久志町分団員 23 人が、庭園から出火した想定で
合同訓練を行いました。近くの川と消火栓からホースで
消火用の水をとり、出火想定地点に放水し一連の流れを
確認しました。市消防団佐々木一敬副団長は「地域の大
切な財産を守るため、日々訓練に励みたい」と話しました。

文化財を火災から守る

　1 月 21日、桜江小学校６年生が卒業証書用の和紙を
作りました。この卒業証書の行事は勝地半紙を継承する
風の工房で行われ、10 年以上続いています。
　児童は、工房の佐々木さんご夫妻に指導を受け、丁
寧に紙漉きを行い、和紙作成に励みました。田中夢望さ
んは「教えてもらってだんだんできるようになった。心に
残るようなきれいなものに仕上がってほしい」と話しまし
た。作成した和紙は卒業証書として３月19 日の卒業式
で手渡される予定です。

和紙作りで思い出を形に

　中国四国農政局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」
地方奨励賞に「跡市環境保全組合」が選定されました。
伝統文化の「田植えばやし」の継承や幅広い世代の交
流の場としてコミュニティ強化実績などが評価されまし
た。授賞式は 1 月16 日に市役所にて行われました。
　「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」地方奨励賞は、
中国四国地区独自の特徴のある優れた取り組みに対し
今後の活躍が期待できるとして、団体部門 25 地区お
よび個人部門 4 名を選定されました。

地方奨励賞受賞！
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　　２月５日、江津市は中森農産株式会社（東京都）と
中山間地域農業の収益力向上に関する基本協定書の締
結式が行われました。また、「地域活性化企業人制度」
を利用し、同社の社員 1 人が本市に派遣され、江津市
地域活性化企業人として勤務することとなりました。
　地域活性化企業人制度とは、三大都市に所在する企
業が、社員を地方自治体に一定期間派遣し、地方自治体
が取り組む地域課題に対し、社員の専門的なノウハウや
知見を活かし、地域活性化を図る取り組みです。
　中森農産株式会社は、埼玉県を中心に水稲、麦およ
び大豆などの穀物生産の拡大や有機農業にも取り組まれ
ています。その知見を活かし、中山間地域を中心とした
有機米の拡大、担い手や地域農業者と
の連携した地域計画の実践などを、本市
と一緒に取り組みを進めています。

基本協定書締結

　2 月 3 日、波子保育所では毎年恒例の豆まきが行われ
ました。赤鬼と青鬼が登場すると、園内は驚きと興奮に
包まれました。子どもたちの中には泣いてしまう子もいま
したが、勇気を振り絞り元気な声で「鬼は外！」と叫び
ながら豆を投げつけました。園児の背中にはそれぞれの
克服したいことを書かれた紙がかけられており、赤鬼と
青鬼、自分の中に潜む「オニ」を退治しました。鬼たち
が逃げる様子を見て、子どもたちは安心し達成感と共に
笑顔を浮かべていました。

赤鬼と青鬼の登場！

　2 月10 日、しまね海洋館アクアスで江津工業高校の
生徒による幼児向けワークショップが開催されました。
参加した渡津保育所の園児たち15 人は、高校生と一緒
にストラップを作成。色とりどりのセロファンを使い、楽
しみながら工作しました。園児は「優しく教えてもらって
嬉しかった。またやってみたい」と笑顔で話し、機械・
ロボット科 2 年の大谷郁登さんは「子どもたちにものづ
くりの楽しさを伝えられてうれしかった。」と話しました。
未来のクリエイター育成に一歩近づきました！

アクアスワークショップ
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瓦
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さ
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瓦
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工
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術
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。
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陶
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。
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と
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ノ
づ
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地
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▲よく見かける「はんど」の
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江
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２
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取
り
上
げ
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

後
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▲「はんど」の生産と積出しで栄えた江津本町の様子
　明治 27 年発行『石見国商工便覧』　（神戸大学附属図書館所蔵 / 出典：国書データベース）

▲人が入るほどの大きさの
「はんど」
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取
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す
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瓶
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瓶
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。
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瓶
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。
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。
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3月ごうつカレンダー
江津市 PR キャラクター

「人麻呂くんとよさみ姫」

日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat
1
中 自然体バレー塾

in 江津

2 3 4 5 6 7 8
◆石見神楽定期

公演（8）
中 総 図 じ休館日
さ人権相談（21）

保断酒会 (21)
サ定休日
子休館日

中 甍杯学童選抜
野球大会

◆石見神楽定期
公演（8)

9 10 11 12 13 14 15
中 甍杯学童選抜

野 球 大 会、第
46 回南木杯バ
ドミントン大会

◆石見神楽定期
公演（8）

パ新日美島根支部
展（～3/15）

中 総 図 じ休館日 保断酒会 (21)
サ定休日
子休館日
社法律相談（21）

役 一斉法律相談会
（18）

◆石見神楽定期
公演（8）

◆献血

保がんケアサロン
ごうつ（17）

16しまね家庭の日 17 18 19ごうつ食育の日 20春分の日 21 22
中 第 4 回春季小

学生ソフトテニ
ス大 会、第 49
回石央バレー
ボール大会、高
松 宮 賜 杯（2
部）江津市予選

パ 江津駅前市場神
楽まつり（20）

◆石見神楽定期
公演（8）

分人権相談（21）
図休館日

中 総 図 じ休館日
◆ 介 護 者 の 集 い

（17）

役行政相談（21）
図休館日

桜断酒会 (21)
図休館日
子休館日

図休館日 中第 33 回春季中
学生ソフトテニ
ス男子団体戦

図休館日
パTHE 青春ＥＮＪ

ＯＹ！（9）
◆石見神楽定期

公演（8）
◆万葉の里椿まつ

り（20）

23 24 25 26 27 28 29
エ休日開場日（16）
島休日開場日（16）
中スプリングサー

キット小学生
バレーボール
大会、第 33 回
春季中学生ソ
フトテニス女子
団体戦、マスタ
ーズ江津市予
選

◆万葉の里椿まつ
り（20）

中 総 図 じ休館日
◆献血

保断酒会 (21)
サ定休日
子休館日

社一般相談（21）
◆石見神楽定期

公演（8）

30 31
中マスターズ江津

市予選、島根県
ソフトバレーボ
ールフェスティ
バル

図休館日

 献血にご協力を！

日時
3 月14 日（金）午前 10 時～11 時 30 分

対象
400 ㎖献血（全血）が可能な人（体重 50 ㎏以上）

場所
木村窯業所（都野津町）

3 月 25 日（火）午前 9 時 30 分～正午 桜江総合センター（桜江町川戸）
　　　　　　　午後 2 時 15 分～４時 30 分 市役所（江津町）

◎各記号の意味
役市役所　分分庁舎　島島の星クリーンセンター　エエコクリーンセンター　
保江津保健センター さ桜江総合センター　桜桜江保健センター　中中央公園　
総総合市民センター　図江津市図書館　パパレットごうつ　ササンピコごうつ　
子子育てサポートセンター　じじばさんセンター　社社会福祉協議会　済済生会江津総合病院　
◆市内その他会場

※カッコ内の数字は、記事掲載ページ。
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

この広報紙は地球に優しい、
石油をあまり使用しない植物油
インクを使用しています。

江津市公式 LINE
友だち募集中！

先
月
号
に
引
き
続
き
今
回
は
江
津
中
学
校
と
桜
江
中
学
校
の
応
援
歌
を
紹
介
し
ま

す
。
是
非
、
思
い
出
し
な
が
ら
歌
っ
て
み
て
下
さ
い
。

玉
江
大
会
第
100
回
記
念
大
会
に
向
け
て

第
三
応
援
歌

           

一
．
白
雲
な
び
く
星
高
の

　
　

れ
い
峰
高
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仰
ぎ
み
て

  

固
く
誓
い
し
わ
れ
ら
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今
の
ぞ
み
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門
出
せ
ん

　
　

あ
あ
江
中
の
健
男
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．
流
れ
も
清
き
江
川
の

　
　

豊
け
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に
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ま
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固
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集
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み
て
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ま
な
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三
．
江
海
灘
の
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潮
に

　
　

強
き
い
ぶ
き
を
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が
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固
く
き
た
え
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今
男
子
ら
の
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は
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え
ん

　
　

同

第
四
応
援
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若
き
血
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燃
え
る

　
　

わ
れ
ら
青
春

　
　

夢
は
天
駆
け
る

　
　

理
想
の
彼
方

　
　

い
ざ

わ
が
友
よ

い
ざ

　
　

共
に
進
ま
ん

　
　

歌
わ
ん
か
な

　
　

青
春
の
日
を

江
津
中
学
校

応
援
歌

第
一
応
援
歌

  一
．
海
こ
ん
ぺ
き
に
空
高
く

　
　

晴
れ
て
つ
ど
い
し
若
人
の  

  

お
お

そ
の
意
気
と

力
こ
そ

　
　

凱
歌
の
上
に

栄
あ
ら
ん

　
　

江
中

江
中

江
中
健
児

　
　

江
中

江
中

江
中
健
児

二
．
高
角
山
に
日
は
映
え
て

　
　

理
想
や
高
き
若
人
の

　
　

お
お

そ
の
熱
と
努
力
こ
そ

　
　

征
覇
の
上
に
栄
あ
れ

　
　

同

三
．
高
き
理
想
の
松
の
香
を

　
　

心
に
持
せ
る
若
人
の

　
　

お
お

そ
の
清
き
願
い
こ
そ

　
　

勝
利
の
上
に
輝
か
ん

　
　

同

桜
江
中
学
校

応
援
歌

「
甘
南
備
（
か
ん
な
び
）
」

   一
．
か
ん
な
び
嵐
も

な
ん
の
そ
の

　
　

き
た
え
き
た
え
し

我
が
う
で
を

  

た
め
す
は
今
日
ぞ

今
な
る
ぞ

　
　

奮
え
や
奮
え

我
が
選
手

二
．
江
の
河
原
で

湯
浴
み
し
て

　
　

雄
々
し
く
猛
く

生
い
立
ち
ぬ

　
　

桜
江
健
児

今
こ
こ
に

　
　

風
雲
よ
び
て

い
ざ
ゆ
か
ん

三
．
天
も
や
ぶ
れ
ん

応
援
の

　
　

声
に
こ
た
え
て

懸
命
に

　
　

ベ
ス
ト
を
つ
く
す

我
が
選
手

　
　

誉
は
高
し

桜
江
中

卒
業
式
を
迎
え
る
季
節
が
訪
れ
ま

し
た
ね
。
校
舎
と
の
お
別
れ
が
寂
し

か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

新
た
な
世
界
へ
羽
ば
た
く
期
待
と
不

安
が
入
り
混
じ
っ
た
気
持
ち
も
感
じ

て
い
ま
し
た
。
卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん

が
、
こ
れ
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で

輝
き
続
け
る
こ
と
を
心
か
ら
応
援
し

て
い
ま
す
。
進
学
や
就
職
で
江
津
を

離
れ
て
も
、
江
津
市
の
情
報
が
届
く

よ
う
、
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
を
し

て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
未
来
が
素

晴
ら
し
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。（
栄
）

今
月
号
の
取
材
で
は
、
と
て
も
か

わ
い
い
豆
ま
き
を
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
小
さ
い
頃

の
豆
ま
き
は
本
物
の
豆
を
投
げ
て
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
し

て
片
づ
け
て
も
忘
れ
た
頃
に
現
れ
る

一
粒
の
豆
・
・
。
ど
こ
か
ら
現
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

さ
て
、
今
年
度
は
今
月
で
終
わ
り

で
す
ね
。
４
月
か
ら
は
ア
オ
リ
イ
カ

の
シ
ー
ズ
ン
！
今
年
こ
そ
大
き
な
イ

カ
を
釣
り
あ
げ
ま
す
！
（
海
）

編
集
部
だ
よ
り
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